
MltrCXGreenA,DÊ EISclhcclなどの各

班カラムクロマトグラフィーでNADPH依存性

の5柾の酢系(CR1-5)を部分flli製した｡ これ

らの酢素はいずれも芳香族アルデヒドおよびケト

ン,ジケトンおよびキノンを還元し,･細胞'E'1僻系
とよく似た性状を示した｡主耐系のCRlはこれ

らの益田の他に5p-pregrnne-3.20-dioneを強

く還元し,次いで活性の㍍いCR8は5a-および

5β-dihydrotestosleroneを還元し,これらの

点で細胞質両分の節夫とは兜なっていた｡他の3

位の酎穿きはいずれも活性が弱く,CR2は3-お

よび4-mitrobenzaldehyde,4-nitroacetophen-

oneおよびmenadioneを強く環元した｡CR4

およびCR5はnitrobenzaldehydeとdiacetylを

よく還元しょく似た兆円持5q･性を示した｡阻告剤

の形哲を検討した結札 いずれの酢系も嗣イオン

で強く阻害されたが,SH阻ELt剤であるp-chト

oromercuri-phenylsulfonateではあまり阻召さ

れなかった｡CRlは3β-tetramethyleneglutarate,
indomethacinおJ:びdicoumarolで阻召される点

で他の酵素とは異なった性状を示した｡

チンパンジーとヒトの視覚性行動の初期先達に

関する比較研究

辻敬一郎･原 政敏 ･杉本完二(名大･文)

退去に苧者らは,ニホンザルの奥行祝発選にお

ける手がかり要因の多様化の過程を追跡し.①運

動視差要因が出生時点から有効である｡(塾肌理密

度差要因が3か月齢で働き始める｡⑧網膜非対応

要因は,運動視差の検出が制約された場合に限っ

て効果をもつ.とのIVr兄を得た(辻ほか,】983)｡

本研究は,チンパンジーの発達初期の視覚性行

動を分析し,ニホンザルに認められた,運動的要

因による奥行祝の段階から画像的要因に依存した

奥行祝の成立への移行の基礎にある特性を解PJ]し

ようとしたものである｡

出生ILEi後に母仔分離して人工榔育下にある郎門

な雌1個体を対象に,被駄作を仰臥させ,似前20.

60,120cmの距雌に祝tlj(180)またはul径(40

cm)が一定の円鍛(nm白の同心三gE円)を1試行

30sec呈示し,そのll"l】の行動のうち,対象江祝,

瞬臥 pTl部逆帆 四肢碓動の生起を記録,分析した｡

その結果,次の所見をJI守た｡①生後1か月齢ま

では,粗大な全身逆動によって偶発rrl)に対象のT_ti

祝がLlじるにすぎないが.その経は注視が能動的

になり,御 身が短縮,1!1校が和犬する｡②迎如括
Ⅰ伽ま,初期にはランダムに/Ji起するが,1か月齢

切からは注配活動との凹迎が認められるようにな

る｡それは,まず注視に同朋して全身迎動が用i畦

する時期(活性化段階,40日齢qjをピークとする)

を経て,2か月齢矧こは四肢のLl!動が刑火すろ抑

制段階へと移行する｡◎3か月齢になると,托祝

時の頭部や眼球の運動が優位となる｡対･象の距朋
特性も明確化して,近距離対象へのリーチが生じる｡

このような経過は,筆者らがヒトの乳児を対象

に行った同様の観測所見(辻ほか,1980)ときわ

めて頬似しており,チンパンジーの配光性行動の

初;捌口齢的変化がヒトの約2-3倍の速さで進行

することをホしている｡

ニホンザル･アカゲザルの晒竹田缶による鼻腔

構造の研究

7.加巧 良(刃‡371慈.iLrJZ大)

ヒトならびに詔L:1<若月の界内川払f!jに帥II閑と甲

介壁との5-ら.m隅出について-rIした研究の円,令

回は当研究所所蔵のニホンザル,アカゲザル,コ

ロブスバヂウス.キングコロブス,リスザルにつ

いて調正した｡

その成果を噸次述べると,ニホンザル119煩の

うち,界中満垂iEiのものは椛で59.20/0,雌で71.4

0/Oで,只常の生ずる部位は正中板部がfdも多くて

23.50/Oを示したが,災冊を示す切合の正中板と鋤

骨とに現われる率は33:7であった｡舟中隔異常

の左右発顕をみると,左に曲るもの51.4%,右に

曲るもの48.6%であった｡アカゲザル44粗のうち,

雄の重出77.70/0,雌で76.90/0,平均77.30/Oで,正

中板と鋤付に現われる比は8:1であった｡ニホ

ンザル･アカゲザルの平均で垂直のもの69.3%,

微の児.'l;'f15.30/0,軽度8.50/0,軽中2.50/0,中等

度1.8%,高度2.4%を示し,左曲13.5%,右曲

14.70/Oであった｡両コロブス220顆のうち,垂心

のもの堆80.40/0,雌8290/Oで左曲3.20/0,右曲1.

4%を示し,正中板対鋤骨の比はコロブスバヂウ

ス14:1,キングコロブス4:1を示し,垂朗の

平均は91.40/0,微3.60/0,校8.0C/0,郎中2.4C/0.

中1.60/Oであった｡リスザル113mのうら,雄の
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重出94.30/0,雌94.90/0,平均して垂直94.60/0,微

44.2%,軽中0.9%,左曲右曲とも2.6%で,正

小坂対鋤骨の比では0:6であった｡
以上の成架よりヒトならびに類人猿の成果とも

?,･え合わせると,霊長類の進化してゆくに従って

I/T腔川嵐 特に昇中隔と甲介壁との異常の増加す

ることを認め得た｡

霊長頬白血球におけるライソゾーム額粒の放出

動態の系統学的検討

鈴木和男(放影研 ･病理 )･浅岡一雄*･高

絹地治*(京大･詔長研)･藤告敏夫(放影

研 ･病理 )

*共同実験者

ili化性ペプチドに対する多形核白血球(PMN)

のt･iBIR性が,動物とヒトとでは災なることが知ら

れている｡昨年度までの研究において,ミエロパ

ーオキシデース,β-ダルクロニデースの放出お

よび必止活性によって測定した走化性ペプチド,

EMct-Lcu-Pheに対するPMNの感受性が霊長

hElrLuでLt_なることを報告した｡また.ライソゾー

ム脚 立円郎素のミエロパーオキシデース,p-ダ

ルクロニデース活性虫もまた鎚長頬問で差が認め

られた｡この様にPMNの殺菌に関する機能が詔

良UllLijで与唱.なっていることから,これら酵素の琉

柁内の存在状憶,および殺菌に関する他の機能で

ある0言産生について検討した.

(方法)0言圧注 :サイトカラシンーB.fMet
-Leu-Pheにより0盲産生させシトクロムtC

の還元にJ:り0言産生速度を求めた.また,頬粒
内酵素はPMNをスライドグラスに粘着させ細胞

を活性染色し,検故により弧定した｡ミエロパー

オキシデースはジアミノフルオレンを基質として

染色した｡p-グルクロニデース活性はナフトー

ルーASBI-グルクロニド韮JBとして染色した｡

〔結架)0盲産生 :産生速度はヒトPMNが投も
絹くアカゲザル ･タマt)ン･オマキキツネザル･

チンパンジーの噸となった｡また,頼粒円酵素 ミ

エロパーオキシデース活性染色ではヒト,チンパ

ンジー,アカゲザル,クマリン,オマキキツネザ

ル八･に認められたが,ヒトおよびチンパンジーー

Ⅰ'MNでは陽性類粒数が他のPMNより多かった｡

-JJd,p-グルクロニデース活性陽性類粒はヒト

PMNでは,明瞭に観察出来たが,他のものでは

不鮮明であった｡これらの結果は,FiLZ長類白血球

における走化性物質Iこ対する感受性を(方産生か

ら見るとヒトPMNが投も高く,また酵素活性陽
性を示すライソゾーム頼粒の数,明瞭度共にヒト

チンパンジーが高く,ヒトおよびチンパンジーの

pMNの感染防御機能が発達していることが示唆
される｡

ニホンザルの食習慣形成に及ぼす社会的要田

長谷川芳典 (京大 ･文 )･目上桝司(関学

大 ･文)

ニホンザルが社会的要因の影響を受けて企習悦

を形成していく過程を,(1)安全な食物を食べ始め

る学習,(2)有毒な食物を避ける学習の2つの側面

から実験的に分析した｡

(1)個別飼育下では当初不一致を示していた母

千(3組,子供は1歳 )の食習慣が,同居飼育下

の伴食経験をとおして一致するようになる過程を

実験的に分析した｡まず,実験1では,各個体に

2種頬の食物(レーズンとポップコーン)を与え

たところ,いずれの母子においても摂取幌向(食

べるか否か)に不一致が見られた｡ついで,母子

を同居させ,2校の食物を同時に与えてみた｡そ

の結果,子が食べた食物は母 も食べるようIこなり,

母が食べた食物は子も食べるようになった｡両者

とも食べなかった食物は,いくら時間が経過して

も食べるようにはならなかった｡突験2では,食

物嫌悪条件づけを用いて,食習慣の不一致を人私

的に形成した.す7:=a?ち,子には2様の食物(マ

シュマロとアーモンド)のどちらも食べないよう

に条件づけ,母にはアーモンドは食べるがマシュ

マロは食べないように条件づけた｡次に,母子を

同居させ,この2校の食物を与えた｡子は,母と

同様にアーモンドを食べるようになったが,いく

ら時間が経過してもマシュマロを口にすることは

なかった｡なお,いずれの実験とも,いったん形

成された食習慣は,個別飼育下に戻された後にも

保持された｡

(2) 味自体は好まれるが有詩であるような液体

(催吐剤入りのサッカリン溶液)を放飼群に与え

どのような個体がそれを回避するようになるか検

討した｡1日2時間,計18回呈示したところ,1
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